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1研 究主題 ・主題設定の理 由

「児童が進んで運動に取 り組み,自 ら考え ・工夫 してい く体育学習」

一 「基本の運動 」の楽 しさを通 して一

今日の学校教育においては,自 ら学ぶ意欲 と社会の変化に主体的に対応で きる能 力の育成が

求め られている。.

小学 校教育で は,生 涯体育 ・スポーツの基礎を培 うという観点か ら,い ろいろな運動の経験

を通 して,生 涯にわたって主体的に運動に親 しむ ことので きる児童の育成を目指 して いる。そ

のためには,新 しい学力観 にたち,児 童が 自らの考えに基づ いて,こ れまで経験 したこと,学

習 した こと,自 分のよさや可能性などを生か しなが ら,学 習の課題に進んでかかわ り,自 ら考

え,判 断 した り,試 みた り,表 現 したりす る資質や能力を育成 して い くことが,自 己教育力の

育成か らも必要である。

そこで,

① 児童が主体的に学 習 し,そ の運動固有の楽 しさや喜 びを十分に味わ うことがで きるよう

に,児 童の心身の発達的特性を考慮 し,個 に応 じた学習過程を工夫す ること

② 主体的な学習態度を培 うために,児 童 自らが課題の達成を 目指 して思考 ・判断 しなが ら学

習を展開 し,自 己評価が適切 に行われ るような力を身 に付 けること

③ 教 師が指導観の転換 を図 り,児 童の主体的な活動を共感的に評価 し,支 援 してい くことを

中心 とした指導を工夫 してい くこと

が重要であ ると考える。

このように学習過程,自 己評価を中心 と した学習形態,そ れを支える教師の支援を工夫 し

て い くことが児童の主体的 な学習態度を培 ってい くことになると考え,「 進んで運動 に取 り

組み,自 ら考え ・工夫 してい く」 ことを主題 として研究を進めて い くこととした。
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II研 究 の 構 想

学 習 指 導 要 領

(新 し い 学 力 観)

体 目 科 の 目 標

(生 涯 体 育 ・ス ポ ー ツ)

児童が進んで運動に取 り組み,自 ら考え ・工夫 してい く体育学習

「基本の運動」の楽 しさを通 して

児童の心身の発達的特性

運 動 の 特 性

・学 習 過 程 の 工 夫

・自 己 評 価 の 工 夫

・支 援 の 工 夫

実 証 授 業

ま と め
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皿 研 究 の 内 容

1基 本 の運動 の特性

(D基 本の運動は,低 ・中学年の児童がそれぞれの運動にっいて他 人との競争やいろいろな

課題に取 り組む ことによって,運 動を したいという欲求を充足 し,そ の運動の機能的特性

に触れ る楽 しさや喜びを味わ うことを中心 とす る運動である。

(2)基 本の運動の内容は,主 に個人で成立す る運動に着 目して編成 されている。 また,そ れ

ぞれの内容は,高 学年での各運動領域への発展が予想 され ることか ら,体 の基本的な動 き

を身に付けた り,各 運動 の基礎を培 うための運動であ ること も意図 され る。

(3)基 本の運動 は,そ の課題追究 に特定の運動技能を用いず,適 切な 「運動遊び」を選びな

が ら指導す ることを重視す る。

(4)各 運動種 目ごとの中心 とな る機能的特性*印 は該当学年では扱わない

内 容 運 動 種 目 例 1・2年 3明4年

走 ・跳 の運動 か け っ こ ・ リ レ ー 競争的 競争的
障害走 * 競争的
足打ち跳び,手 たたき跳 び 達成的 *

回転跳 び ・垂直跳 び * 達成的
川跳 び遊び ・幅跳 び 達成的 ・競争的 達成的 ・競争的
ゴム跳 び遊 び ・高跳び 達成的 ・競争的 達成的 ・競争的
かけ足 達成的 達成的

力試 しの運動 押 し出 し遊 び,片 す もうなど 競争的 ・達成的 競争的 ・達成的
あざらし歩き背負 って運ぶ など 達成的 ・競争的 達成的 ・競争的

固定施設 を使 っ ジャングル ジム,雲 悌,ろ く木登 り棒 達成的 *

器
ての運動 での登 りおり,懸 垂移行跳 びお り

械 マットを使 って いろいろな方向へ,い ろいろな形態 達成的 達成的
● の運動 で ころが る,

器 横,前,後 ろ,側 方 ころが り 4

具 鉄棒を使 っての 懸垂振 り,足 抜 き回 り 達成的 達成的 年
を 運動 支持で跳び上がり跳びおり は
使
っ

補助逆 上が り,だ るま回 り,

膝かけ振 り上が り,膝 かけ回 り
器

て 跳 び箱を使 って 支持でまた ぎ乗 り ・また ぎ越 し 達成的 達成的
械

の の運動 支持で跳 び上が り ・跳びお り, 運
運 跳び箱 の上で前 ころが り 動
動

平均 台を使 って いろいろな歩行,方 向変換 達成的 達成的
の運動 いろ い ろな ポー ズ,片 足 跳 び

用具を操作する運動 なわ跳 び(短 なわ,長 なわ) 達成的 達成的
ボールや輪の操作の遊 び 達成的 達成的
竹馬や一輪車など * 達成的

模倣の運動 動物 ・乗 り物などの模倣 模倣 ・変身的 *

水 遊 び.浮 く ・泳 ぐ 水遊 び,浮 く ・泳 ぐ 達成的 達成的1*
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2実 態調 査

(1)調 査の 目的 「基本の運動」における児童の意識や生活の実態 と教師の指導の様子をっ

かみ,研 究を進あてい く手がか りとす る。

(2)調 査の方法

① 調査時期

② 調査対象

平成5年6月 中旬

研究員所属校及ひ区市 町内数校の平成4年 度第1～ 第4学 年の児童と担 任

児 童 教 師

学年 第1学 年 第2学 年 第3学 年 第4学 年 低学年 中学年

人数 3052 2996 3149 3168 554 603

(3)調 査結果 と考察

① 基本の運動の経験 と関心(児 童)

医 に帰 ・て・ 外で どの くらい遊 ん で ・・るか・

1年 男

2年 男

3年 男

4年 男

1年 女

2年 女

3年 女

4年 女
(%}

0]0203040SO60708090100

團 よく遊ぶ 國 半分位 口 ほとんど遊ばない

【考察】 家 に帰 ってか らの外遊 びは全体

的に よ く行われて い る。 しか し,

「ほとんど遊ばない」児童 も1割

程お り,4年 生になるとその割合

も増 している。 また,女 子の方が

各学年 と も外遊びを しない傾向が

見 られる。

家 に帰 って,と んな遊 びを しているか。

基本の運動にかわる遊び

1年男%%i[========コ
2年男㎜ 【

3年 男%%'%:%/i:i.,

4年男團 一一 「
1年女薩麗撚 轍 轍開緩朔 球技 ・その他

2年女一 一
3年女%[一 一 一一 一1
4年女醗 覆 一一 一 一「 ㈹

0102030405060708090100

【考察】 学年が進む にっれて,男 女 とも

「基 本の運動」にかかわ る運動遊

びが減 って くる。

男女を比べ てみ ると,男 子 は球

技な どのゲ ームがよ く行われてお

り,「 基本の運動」にかかわる運

動遊びは女子が よ く行 っている。
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体育の時間にとんな醐 をし画 体育の時 間に した運動 は,楽 しか ったか。
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【考察】 低 ・中学年 とも,「 走」「器械 ・器具を使 って」「用具を操作す る」「水遊び」の運動

の経験 や関心の度 合いが高 く,「 跳」や 「力試 し」の運動 は低 い。中学年 にな って く

ると,運 動の関心の差は広が って くる。

② 基本の運動の楽 しさ(児 童)

次の運動 はとんな ところが楽 しか ったか。(複 数回答)

走 ・跳

力試し

固定施設

器械器具

用 具

水遊び

模 倣

第1学 年
10,000(人)

走 ・跳

力試し

固定施設

器械器具

用 具

水遊び

模 倣

第2学 年
10,000(人)

走 ・跳

力試 し

器械器具

用 具

浮 く泳 ぐ

第3学 年
10,㎜(入)

自

…

轟翻職

走 ・跳

力試 し

用 具

第4学 年
10,㎜(人)

.

7..…,旧 一一一一一一一一一 一 醒 一一一

《 国
籔騰 臨撚 …uui目

圏 競争する圏 前より上手にz友 達と仲良く

蕊 ほめられた!III!カー杯 目 工夫 □ 変身
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【考察】 児童 は,各 運動 において,活 動欲求や共同欲求が満たされ ることに楽 しさを感 じて

いる。 また,機 能的特性 と合致 した項 目の割 合が高い ことか ら,特 性にふれた楽 しさ

を味わえていると言える。 しか し,学 ひ方 に関する楽 しさは十分 とは言えない。

運動を楽 しくす るためにとんな ことを したいか。

よい動きを見て 学習カードのrb用 本や資材を笑って

友達と教え合う ねらいをもって 場の工夫をして きまりを守って

1学年睡 灘

2学 年

3学 年

4学 年

霧 獣ll}　1櫃 ≡

0102030405060708090100(%)

【考 察 】 「友 だ ち と の 教 え 合 い 」 や,

「きま りを 守 る」 とい った態 度 面

が,と の 学 年 の児 童 も運動 を楽 し

くす るため に 大切 と考 え て い る。

「ね らい を も って 」や,「 よ い動

きを 見る 」 は,学 年 が進 む にっ れ

て 割 合 も高 くな り,「 場 の 工 夫 ・

カ ー ドの 活 用 」 は 低 くな って い

く。

⑧ 指導の様子(教 師)

「基 本 の運 動 は指 導 しやす か った か。
L
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【考察 】 低 ・中学 年 と も,指 導 しやす い もの は,「 走jrボ ー ルを操 作 す る」 運動 で あ る。 指

導 しに くい もの は,低 学 年 で は 「模 倣 」,中 学 年 で は 「竹 馬 ・一 輪 車 を 使 った 」運 動

で あ り,共 通 す る もの と して,「 鉄 棒 」 「跳 」 の運動 が あげ られ る。 指 導 の しやす さ と

児童 の 関心 とは関 連が あ る と考 え られ る。



基本の運動の授業を したときに,と んな ことを考慮 したか。
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【考察 】 低学年で は,「 めあてを もたせ る」や 「特性 に触れ る楽 しさ」に重点が置かれ,中

学年では,「 めあてを もたせるJや 「学習カー ドの活用」に重点が 置かれて いる。

「児童の主体性 を もたせ る」ことは,あ まり重視 されていない。

とのような評価 を重視 したか。 との段階で評価 したか。(複 数回答)

評価内容の割 合(10点 中何点か)
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導 入 展 開 整 理

【考察】 動 きにつ いて,教 師の 目による評価が中心であ ると言 う傾向が うか がえる。 また

「基本の運動」 と して,大 切な部分であ る 「関心 ・意欲 ・態度」の評価 も重視 されて

いることが分か る。 さらに,学 習中は展開時における割合が高い。

(4)ま とめ

調査の結果か ら,研 究の課題を次のように考える。

① 児童の関心や欲求,楽 しさの味わ い方の違 いか ら,運 動 の特性 や発達的特性 を明 らか

に し,児 童の関心や欲求に合った学習過程の工夫が求め られ る。

② 児童の運動 に対する思いや願 いか ら,新 しい学力観で求 められて いる自己教育力を育

成す るために,自 己評価の工夫を考える。

③ 教師の指導の様子か ら,児 童の主体的な学習活動を支え る支援の在 り方を考える。
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3研 究 の重 点課題

(1)学 習過程の工夫

① 学習過程の工夫

学習過程 とは,児 童が主体的 に学習を進めてい く道筋 ととらえる。児童が主体的に学

習を進め るためには,従 来行われて きたような,「 で きない」 ことに挑戦 し 「で きる」

ようにす るとい う学習でな く,「 今で きることで楽 しさを十分に体験す る」 ことか ら,

それを支えに して 「工夫(新 しいことに挑戦)し て楽 しむ」という道筋で考え る。

今 もってい る力で楽 しむ(で きる)→ 工夫 して楽 しむ(で きな い)

しか し,運 動内容や児童の発達段階,個 々の学習の準備状況によ っては,「 今 もって

いる力で楽 しむ」だけで単元を構成 し,運 動の特性に応 じた児童の欲求を満たす場合 も

あ ると考える。

② 学習過程を構成す るために

このよ うな学習過程を考えるために,児 童一人一人が基本の運動 の学習で,ど のよう

な楽 しさを味わ うことがで きるのか,と い う機能的特性を明 らかにす る。 また,児 童の

心身の発達的特性 を把握 して,児 童の発達段階に応 じた工夫を してい く。

○その運動固有の楽 しさが体験で きる単元の組み立て(関 心 ・意欲 ・態度)

○学び方を身につける(思 考 ・判断)

O児 童の発達段階を踏 まえ る ○一人一人の特性 に対応

○ 「で きる」→ 「で きない」への道筋

③ 学習過程のモデルの例

モデルA モデルB

単 元 庫 元1................................n 1 n

道筋
今 もって いる力で楽 しむ

(運動経験を広げ る)
道筋

今 もっている力

で楽 しむ

今 もって いる 力で 楽 しむ

1
工夫 して楽 しむ

モデルC モ デルD

単 元 単 元 1 n1................................n

道筋

今 もってい る力で楽 しむ

Z
工夫 して楽 しむ

道筋
今 もっている力

で楽 しむ
工夫して楽 しむ
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(2)自 己評価の工夫

新 しい学力観に立 ち自己教 育力を育成 して い くためには,自 己評価が重要であると考え

る。 自己評価 は,児 童が 自ら 「めあて」を もち,「 達成行動」を考え,工 夫 して行い,結

果を 「自己評価」す るという一連の活動のサ イクルの中で行われ る。

まず,児 童は,基 本の運動の各運動の学習

自己評価(確 かあ)に おいて,「 こんなことが したい」「こうして

1楽 しみたい」という思 いや願 いに基づいて,

1め で きそ うなことをめあて として設定す る。そ

思 い や 願 い … 一一 あ して,も っためあてを達成す るために 「こう

iて 動 いてみ よ う」 「こん な仕方で してみ よう」

iと 動 きや仕方 をいろいろ考え,工 夫 して活動

達 成 行 動 す る・ その結果・児童は 「めあてが達成で き

たか」 「めあてを もって,適 切に達成 行動 が

で きたか」などのr運 動の学 び方』 と,そ れ らの活動を通 し 「楽 しく運動できたか」とい

うr楽 しさ体験』の2観 点で 自己評価 し,「 今度 は,こ うしてみよ う」 とい う次のめあて

を もっ ことになる。(r運 動』の評価については,r運 動の学び方』r楽 しさ体験』の中に含

あて評価す ることに した。)こ のよ うな一連の活動が 円滑 に行え るよ うになる ことが大切

であると考える。

自己評価 は,児 童 自身が,自 分の内面を評価す るたあ,各 運動内容 ごとの特性 や発達段

階とともに,児 童の実態を踏 まえて,自 己評価の観点を工夫する。

O自 己評価の観点 の例

低 学 年 中 学 年

〈楽 し さ 体 験〉 ○ 楽 しく運動で きた。

・仲 よ く運 動 で きて 楽 しか った。

・カー 杯運 動 で きて 楽 しか った。

・その運動の楽 しさを十分に味わえた
。

〈運動の学 び方〉 ○ めあてが もてた。 ○ 適切なめあてが もて た。

0工 夫 して運動がで きた。 ○ 達成の見通 しが もてた。

○ めあてが達成で きた。 ○ 工夫 して運動がで きた。

○ 次のめあてが もてた。 ○ めあてが達成で きた。

○ 次のめあてが もてた。
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(3)支 援の工夫

児童の主体的な学習活動を支え るために,次 の支援 に着 目した。

○児童の側に立 って,必 要な提案や助言をす る。

○学 習の経験や機会を広 げる。

○児童の発想や思考などについて幅広 く共感 し,認 める。

こうした支援が児童の学習意 欲を高め,自 己教育 力を育て るのに効果的であ る。 そ こ

で,教 師 は,学 習 に取 り組む児童一人一 人に対 して,そ れぞれの学 習状況を的確 に把握

し,共 感的な評価を して い くことが大切であ ると考えた。

したが って,教 師の評価 も重要な支援 と して と らえ(支 援 と評価の一体化),児 童の主

体的な学習活動であ る 「めあてを もつ」一 「達成行動 」一 「自己評価」というサイクルの

中に絶えず その評価を生か し,一 連の学習が円滑に進 め られ るよ うに して い くことを支援

の基本的な在 り方 と考えた。

① 児童の実態の把握

児童の側に立 って,学 習内容を吟味 し適切な学習過程を組むために,ま た,共 感的 な

支援を一人一人に行 うために,そ れぞれの児童の特性や,今 もっている力を知 る必 要が

ある。

次のような観点で児童の実態 をっかみ,支 援に役立てるように した。

ア 運動の特性に触れ る楽 しさの体験の状況(楽 しさ体験)

イ 運動の特性に応 じた楽 しみ方 に関す る学習経験の状況(学 び方)

ウ 運動の学習経験の状況(運 動)

② 支援の内容

児童の主体的な学習活動(前 述のサ イクル)に おけ る支援の工夫例

ア 児童がああてを もち,意 欲的に学習するために

・学習過程の工夫 ・場の工夫 ・学 習資料の工夫

イ 児童が めあて に取 り組み,達 成 してい くため に

・共感的 な評価 ・学習意欲を高め る,個 に応 じた言葉かけ

ウ 児童が 自己評価を行 うため に

・学習カー ドの活用 ・相互評価の活用 ・表情やっぶ やきなどに応 じた言葉かけ

(な お,児 童が 自己を肯定的に評価 していけるように配慮す る)

エ その他

・教師と児童,児 童相互の温かい人間関係の確立 ・学習の約束やマナーの確立
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4指 導実践例

走 ・跳の運動(跳 の運動 につ いて)

(1}学 習過程について

運動の特性,児 童の発達的特性 及び実態調査を,次 のよ うにとらえた。

運
動

の特
性

発

達

的

特

性

実
態調

査

低 学 年 中 学 年

O体 を巧み に操作 しなが ら跳躍することが楽 しい運動であ る。

○ 自己の最大能力を発揮 して競い合 う楽 しさや,目 指す記録に挑み,

きた喜びを味わ うことので きる運動である。

それを達成で

0遠 くや高 く跳ぶ ことよりも跳ぶ こと

自体が楽 しい。

○ 跳躍力の発達が十分ではな く,跳 べ

る高 さや距離は限 られている。

○ よ り遠 くへ,よ り高 く跳 びたいとい

う欲求や競争意識が高 くなる。

○ 助走のス ピー ドや踏み切りのタイ ミ

ングなどの個人差が大 きい。

○ 低,中 学年 ともに 「基本の運動」の各運動内容の中で,関 心が低い。

○ 「カー杯運動 した」や 「競争 した」 ときに,楽 しさを感 じてい る場合が高い。

以上の ことを踏 まえ,次 のよ うに学習過程を工夫す る。

学

習

の

道

筋

学

習

の

進

め

方

の

例

低 学 年

今 もってい る力で楽 しむ。

○ いろいろな跳 び方で楽 しむ。

○ 踏び方の工夫や競争をして楽しむ。

22.5分 ×6～8回

O達 成的運動 と競争的運動を同時に扱

い,後 半は競争 的扱 いが増えて くる。

○ 着地や助走,踏 み切 りの仕方を考慮

した各種 の跳 び方が経験で きる場 の設

定をす る。

○ 競争の仕方 やルールにつ いて,児 童

の発想を生 かす よ うにす る。

中 学 年

今 もっている力

で楽 しむ。
⇒

記録への挑戦や

競争を工夫 して

楽 しむ。

達 成 的15分 ×6～8回

達 成 的 ・競 争的22.5分 ×6～8回

○ 達成的運動 と達成的 ・競争的運動 と

は別扱 いす る。

○ めあて に応 じた用具の設置や距離,

高 さの設定 をす る。

○ 誰れで も楽 しく競争で きるよ うに競

争 の仕方 を考え る。

○ 児童の話 し合 いや グルー プの教 え合

いを取 り入れ,楽 しく学習す る。
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(2)自 己評価の工夫

跳の運動の特性や発達段階か ら,低 学年では跳び方や跳ぶ場の選択,中 学年 では,自 分

の 目安 とな る距離や高 さ,跳 び方,動 きの工夫,練 習の方法な どを中心 と してめあてを設

定す る。そのめあての適否やめあての達成行動 にっいて,次 のよ うな観点か ら自己評価を

行 う。

自 己 評 価 の 観 点 の 例

低 学 年 中 学 年

楽
○ カー杯跳べて楽 しか った。 ○ カー杯跳べて楽 しか った。

し ○ 約束を守 って,仲 よ く運動で きて楽 し ○ 仲 よ く運動で きて楽 しか った。

さ か っ た 。 ○ 目指す記録に挑戦で きて楽 しか った。

体 0い ろいろな跳 び方がで き楽 しか った。 ○ めあてが達成で き楽 しか った。

験
○ 遠 くや高 く跳べて楽 しか った。

学 ○ 自分のめあてが もてた。 ○ 適切なめあてを もって取 り組めた。

び 0友 達の跳び方をよ く見てまねす ること ○ 練 習や競争の仕方を工夫で きた。

方 が で きた。

(3)支 援の工夫

低学年で は,楽 しさ体験や動 きの工夫を中心 に,中 学年では,そ れ らに加えて,場 や練

習方法の工夫や教え合い ・学 び合 いを中心 に,共 感的な支援(言 葉かけ)や 学習環境作 り

を次の ように行 う。

言 葉 か け 学 習 環 境

め

あ

て

低一跳び方や場の選択による助言

中一記録や学び方に関する助言

めあての適否にかかわる助言

○ 学習資料 対戦表 作戦板

○ ねらいに沿 った場の設定

○ 具体的なめあてがもてるカー ド

達

成

行

動

低中 一活動欲求や競争欲求,協 同欲求を充

足 させ る支援

低 一多様な跳び方を導 く賞賛 ・承認

中 一よい動 き(向 き,跳 び方,リ ズム,テ

ンポな ど)や 記録の賞賛,助 言

学び方に関す る賞賛,助 言

○ 学習資料

一発達段階に応 じて 一

・絵図カー ド

・動 きの紹介

・ポイン トカー ド

○ 作戦,工 夫が考えやすい資料

確

か

め

低 一言葉 によ る自由な表現の重視 とその支

援

中 一相互評価の導入や自由な表現の重視

○ 学習カー ド,体 育 日記の活用
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器械 ・器具を使 っての運動

(1)学 習過程の工夫

運動 の特性 と,児 童の発達的特性, また,実 態調査の結果を次のよ うにと らえた。

運

動

の
特

性

発

達

的

特

性

実
態
調
査

低 学 年 中 学 年

○ 自分の力に合 った動 きに挑戦 し,で きるようになることが楽 しい運動であ る。

○ 場や動 きを工夫 して,多 様な動 きを経験す ることが楽 しい運動である。

※ 以上の特性を とらえ,達 成的な運動 として,児 童個 々の カに応 じて動 きを広げたり,

高めたりすることがで きるように扱 う。

○ 回転感覚,逆 さ感覚,高 所での感覚な

どが発達 し,全 身的な運動をす る。

○ 模倣遊 びな ど,多 様 な体の動 きを経験

することを好む。

○ 体格 や気力などが発達 し,調 整力や体

を巧みに操作す る力が高 まる。

○ 動 きの高 まりや,よ り高度な動 きへの

挑戦を意識す るよ うになる。

※ 低学年で は動 きの経験の広が りや感覚づ くりをす る。中学年では動 きを高める。

○ マ ッ ト,跳 び箱,鉄 棒は,ど の学年 も児童の関心が高い。

○ 児童が どんなときに楽 しいと感 じるかにっ いては,「 前 よりも上手 にで きた とき」

と答える割合が 多 く,達 成的な運動であ ることを裏付けて いる。

以上のことを踏まえ,次 のよ うに学習過程を工夫す る。

学

習

の

進

め

方

の

り伊

低 学 年

0単 元自体を 「親 しむ段階」ととらえ,

運動遊びを十分に行 うことがめあてとな

る。

道

筋

の

例

45分 ×5回(鉄 棒 は22.5分 ×8)

今 もって いる力で楽 しむ

(運 動経験を広げ る)

○ 多様な動 きの経験や,各 種の運動にっ

なが る感覚づ くりがで きるようにす る。

○ 動 きを広げるために場を工夫す る。

0安 全や協力など,学 び方 ・楽 しみ方が

児童のめあて となる。

中 学 年

○ 毎時間の学習が次のようなめあての も

ち方の繰 り返 しとなる。

道
筋

の
例

45分 ×5回(鉄 棒 は22.5分 ×8)

今 もってい く力て楽 しむ

Z
工夫 して楽 しむ

○ 動 きや場 を工夫 した り,よ い動 きやよ

りよい動 きを意識 した りして,動 きの高

まりが経験で きるようにす る。

○ 個のめあて に応 じて場を工夫す る。

○ 学 び方 などに加えて,動 きづ くりにっ

いてのめあてが多 くな って くる。
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(2)自 己評価の工夫

器械 ・器具を使 っての運動の 自己評価は,動 きその ものが めあてになる ことが 多いの

で,学 習 カー ドなどを使 って,発 達段階に応 じて,次 のよ うな観点で取 り組めるようにす る。

低 学 年 中 学 年

楽
体 し
験 さ

○ カー杯動けて楽 しか った。

○ 仲よ く運動できて楽 しか った。

○ めあて とす る動 きが できて楽 しか った。

○ 調子よ くで きるようにな って楽 しか った。

学 運
び動
方 の

○ いろいろな動 きに挑戦で きた。

0め あてを もって取 り組あた。

○ 動 きを工夫することがで きた。

○ 友達 と教え合 って取 り組めた。

(3)支 援の工夫

器械 ・器具を使 っての運動の特性 か ら,教 師の指導の 中で,次 の支援を重点に考えた。

① 場の設定(主 にめあてを もっための支援)
場の設定の工夫(マ ット遊び)

主 にマ ッ ト遊 びや跳 び箱 遊び にお いて

は,多 様な場の設定を して,個 に応 じて 多

様な動 きを経験 し,各 種の運動の基礎 とな

る動 きを身に付け ることがで きるようにす

る。場を選んで遊ぶ ことがめあて にっなが

ると考え る。 また2～3年 生では,児 童が

自ら場を設定 ・工夫 していけるような配慮

も必要である。

② 助言(主 に達成す る行動にかかわる支援)

教師の助言は,多 様な動きやよりよい動 き

を経験させるために,ま た,っ まずいている

児童や,調 子よく動けるようになりたい児童

のために重要な役割をもっ。児童の願いや思

いを念頭に,動 きとともに表情やつぶやきな

どの反応をっかみ,共 感 しなが ら助言する。

③ 学習資料(主 に自己評価にかかわる支援)

・くね くね み ち

恥
・の は ら

=
・さか み ち

釦

・ コ ロ リ ン ざ か

u
・ こ や ま

9
・ス リル トン ネル

I
Chi

動きを引き出す助言の例(跳 び箱遊び)

○跳び箱に上がる多様な動きを引き出す助言の例

・動 物 の ジ ャ ンプ大 会 を し

よ う(か え る,う さぎ など)

・跳 び箱 の ど こに手 を つ

いて 上 が れ る か な

・友 達 と 合 わせ て や って

み よ う

※ 腕 支 持 や 踏 切 り

の 感 覚 を 養 う。

※安 定 した着 手 に

気 付 か せ る。

※一 連 の動 きを リ

ズ ミカ ル に6

○跳び箱からおりる多様な動きを引き出す助言の例
・ど こ に着 地 で き るか な

・山(跳 び 箱)の 下 は岩

場 だ よ

～ 児童 が 動 きを 考 え た り,

※ 跳 躍 の 距 離 や姿

勢 の め あて に。

※ 安 定 した着 地 の

意 識 を 促 す 。

工 夫 した りす る よ う な

助 言 を し,動 き を広 げ,よ い動 きに 気 づ か せ る。

低

中

○ 学習 カー ド:め あてとす る場を選ぶ。楽 しさを振 り返 り,思 いが表せ る。

0多 様な動 きのイメー ジを もて るよ うな絵図カー ドの掲示。

0学 習カー ド:動 きを選ぶ。楽 しさや学 び方を振 り返 り,考 えた ことが表せ る。

○ 動 きの高 まりを意識で きるよ うな,動 きのポイン トを示 したカー ドの掲示。
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模倣の運動

(1>学 習過程の工夫

運動の特性,児 童の発達的特性及び実態調査を踏 まえて,

た。

次のよ うに学習過程を工夫 し

運

動

の特

性

発

達

的特

性

実

態

調

査

○ 動物や乗 り物の形や動 きをまね した り,そ の もの にな りきって動 くことを楽 しむ

運動である。

0友 達 と調子を合わせて動 いた り,お 互いに見せ合 って楽 しむ運動である。

0身 体的な表現を好むが,自 己中心的な行動が多いため相手の ことを考えることが

難 しく,注 意力や興味の持続が難 しい。

○ 全身を使 っての運動を好み,単 純な動 きや少人数で行 う運動 に興味 を示す。

0変 身がで きたとき,仲 よ く運動で きたとき,カ ー杯運動で きたとき楽 しさや喜び

を感 じている割合が高 い。

○ 「模倣の運動」を した印象が うすい。

学

習

の

道

筋

学

習

の

進

あ

方

の

例

低 学 年

i年 間の学習の道筋

今 も っ て い る 力 で 楽 し む

0動 きの 特 徴を と らえ,い ろい ろな もの に な り き って,動 くことを楽 しむ。

○ 簡単 なお話 を 作 り,そ の ものに な りき って い ろ い ろ と動 くことを楽 しむ 。

1学 期 動物 にな りきって動 こう。

2学 期 乗 り物にな りきって動 こう。

3学 期 簡単なお話 を作 って動物や乗 り物にな りきろう。

22.5分(6～8回 扱 い)

①題材 につ いて…テーマを設定す る。 例r遠 足に行 こう」

身近な ものを選ぶ。 「宝島へ探検 に行 こう」

②単元の導 入………学習の進め方を知 らせ,最 初に心の解放 を図 ると効果的である。

③運動の学 び方……⑦その ものにな りきって楽 しむ。

⑦その ものの動 きの特徴を模倣 して楽 しむ。

㊥簡単なお話を作 ってなりきって動 くことを楽 しむ。

④めあてにっいて… 自分が模倣 したい動物 や乗 り物をああてとす る。
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(2)「 模倣の運動 」の 自己評価の工夫

模倣の運動は,そ の ものになりきって動 くことが楽 しい運動である。児童 は,い ろいろ

な もの にな りきって動 いて楽 しみたいという思 いや願 いか ら,な りたい ものをめあて とし

て もつ。そ して,形 態や動 きの特 徴を まねた り,そ の ものの気持ちにな って動 いた りとい

う活動を通 して達成 しようとす るもの と考え られ る。

そこで,模 倣の運動の 自己評価の観点を次のように考えた。

楽 し さ 体 験 学 び 方

○ カー杯動けて楽 しか った。 ○ な りたいものを決め ることができた。

○ 友だちと仲 よ く模倣がで きて楽 しか った。 ○ な りたいものの動 きが工夫で きた。

○ いろいろな ものになれて楽 しか った。 ○ 友達の動 きを まね した り,見 せ合 った

○ な りたいものにな りきって動 けて楽 しか っ りす る こ とが で きた。

た 。 ○ な りたい ものになりきって動 けた。

自己評価は,児 童の内面で行われる ものであ るが,そ れを意識的に行わせてい くことが

大切であ る。そのために,教 師が言葉かけを し,自 己評価 させ る機会を設定 した り,学 習

カー ドを活用 した りすることが大切であると考え る。

(3)「 模倣の運動」の支援の工夫

① 「模 倣の運動」の導入と支援

ア 「宝 島へ探検に行こう」r遠 足に行 こう」などのテーマを設け,そ れ ら しい雰囲気

を作ることで,模 倣に対する意欲付 けが図れ る。場所や模倣す るもの などは,児 童の

考えを取 り入れなが ら学習の計画を立てることにより,児 童の主体的な活動が引き出

せ る。

イ 導入においては,身 近な題材を選んで,教 師がい っしょに模倣す ることによ り,児

童の心 の解放や意欲付けが図れ,楽 しさを味わわせることがで きる。

② 学習活動 における支援

めあ て を もた せ る支 援 達 成 行 動 に お け る 支 援 自己評価 におけ る支援

○学習資料の提示 0多 様な動きを引き出す言葉かけ 0共 感的な評価

・絵 ,写 真 の 提示 ・姿 勢 ,速 さ,方 向,リ ズ ム ○賞賛を中心とした言葉か

・VTRの 活 用 0学 習形態(グ ループなど) け

○学習 カー ド ○学習内容 O学 習カー ド

○意欲を喚起す る言葉かけ ・いろいろなものを模 倣させ る ○時間の確保

○児童,教 師の演示 ・場面やお話を工夫 させ る。 O意 識付ける言葉かけ
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(4)指 導の実際

ア 第1学 年の事例 「模倣の運動」

〈ね らい〉 ・動物 園の大きな動物の形や動 きをまねて,そ の もの にな りきって動 くこと

を楽 しむ。

・その ものらしい動 きをいろいろ・と工夫 したり友達の動 きをまね したりす る。

〈展 開〉 題材 「動物園へ遠足に行 こうj(22.5分 ×8回 扱 いの4回 目)

学 習 内 容 ・活 動 自 己 評 価 教 師 の 支 援 ・評 価

○ 今 日 の 行 き た を

確 認 す る。

○ イ ラ ス トマ ッ プ の 提

示

1動 物 園 に い る 大 き な 動 物 に 変 身 し て 楽 し も う。1
① な りた い 動 物 に

変 身 す る 。

● い ろ い ろ な 動 物

に 変 身 す る。

● な っ た 動 物 か ら
ひ とつ 選 ん で,

そ の 動 物 が 何 か

して い る と こ ろ

を ま ね ず る 。

② グ ル ー プ の 友 達
の 動 き を ま ね す

る 。

③ 今 日 の 学 習 を 振

り返 り学 習 カ ー

ドに 記 入 す る 。

● 次 時 に 行 く場 所

を 確 認 し め あ て

を も つ 。

一 一め あ て

・大 き な 動 物 に 変 身 して 遊 ぼ う。
・変 身 して た く さん 動 こ う。

・友 達 と仲 よ く 変 身 して 遊 ぼ う。
L_

一十一

達

成

行

動

　「

「._め あ て の 例

;・ ○ ○ に な っ て み よ う 。L
.一一達 成 行 動 の 例},

1・ 象 の 鼻 は 手 で こ う 振 っ て み よ う 。;

L・ 象 は の っ し の っ し と 歩 け ば い ・・か な ・ 」

1

J

:
_J

f

J__一一一自 己 評 価 の 例

・象 に 変 身 す る の は 楽 し い な 。

・○ ○ 君 の キ リ ン も お も し ろ そ う だ な 。

今 度 は,キ リ ン も や っ て み よ う 。 J

○ 大 き な 動 物 の 絵 を 見

せ て 変 身 す る 物 の イ

メ ー ジを も た せ るQ

O模 倣 す る も の の 特 徴

を 具 体 的 に 表 し た 言

葉 か け を し た り,友

達 の 動 き に 注 目 さ せ

た り す る 。

○ な り き って 動 い て い

る 児 童 に 共 感 し 賞 賛

す る。
「OO君 の 象 を み て

ご ら ん 。 の っ しの っ

し と 本 当 の 象 み た い

だ ね 。」

○ そ の も の ら しい 動 き

や 動 き の 幅 が 広 が る

よ う に 言 葉 か け を す

る 。(姿 勢.方 向,速

さ.リ ズ ム の 変 化 が
で る よ う に す る 。)

○ 進 ん で 友 逢 と か か わ
りな が ら,い ろ い ろ

な 場 面 を 工 夫 して 楽

しん で い る 児 童 に 共

感 し.賞 賛 す る 。
「こ わ そ う な ラ イ オ

ン だ ね 。 獲 物 を 捕 ま

え られ る か な 。」

○ 楽 し そ う に 友 達 の 動

き を ま ね し な が ら動

い て い る グ ル ー プ に

共 感 し,賞 賛 す る 。
「い い そ 。そ の 調 子

だ よ 。J
「本 物 の 熊 み た い だ

よ 熊 の 家 族 か な 。」

○ 自 分 の 学 習 活 動 を 振

り返 らせ,学 習 カ ー

ドに 記 入 さ せ る。

○ 児 童 の が ん ば り を 認

め 次 時 へ の 意 欲 に つ

な げ る 。

○ 掲 示 資 料 か ら 次 に 行

く場 所 を 確 認 し.児 童

が め あ て を も て る よ

L

r矯 三鞭 轡 えよ・と・て・・ると・i
L

1
_J

f
一一一達 成 行 動 の 例

・そ っ と 近 づ い て 飛 び か か っ て み よ う か な 。

・「ガ オ ー 。」 と ほ え な が ら 走 っ て み よ う。

・友 達 と い っ し ょ に や っ て み よ う か な 。
L_______________________

J__↓一一 自 己 評 価 の 例

・ ラ イ オ ン に な っ て 動 く の は 楽 し い な 。

・ じ ゃ れ 合 う の も お も し ろ そ う だ な 。

・友 達 と い っ し ょ に や る と お も し ろ い な 。
J

一一一め あ て の 例

・○ ○ 君 の 動 き を よ く見 て ま ね し よ う.i

」 ● ま ね で き る よ う に 動 作 を お お き く し よ う か な0-」

L

i
l

l・一一一達 成 行 動 の 例

i・ 手 の 動 か し方 は こ うず る の か な ・i

L'遅 く し た り 速 く し た り し て い る ぞ 。 」

}

i
l

・一一一自 己 評 価 の 例
・○ ○ 君 の よ うに 動 く と 本 物 の 熊 み た い だ な 。

・私 も○ ○ 君 の よ う に 熊 に な れ て 楽 しか っ た 。
し

一●一 一 ■

…

J

JL自 己 評 価

・い ろ い ろ な 動 物 に 変 身 で き て 楽 しか っ た 。

・友 達 と い っ し ょ に 変 身 で き て 楽 しか っ た 。

・た く さ ん 動 き 回 れ て 楽 しか っ た 。

う に 言葉 か け を す る 。
今 度 は 小 さ な 動 物 の と こ ろ へ 行 くん だ な 。OOに 変 身

した い な 。

〈評 価〉 ・動物園の大 きな動物の形や動 きをまねて,そ の ものにな りきって動 くこと

を楽 しめたか。

・その もの らしい動 きをいろいろと工 夫 した り友達の動 きをまね した りす る

ことができたか。
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イ 指導の工夫

⑦ 単元計画(22.5分 ×8回)〈 カー ド作成のポイン ト>

0身 近な動物の模倣をす る(導 入2回 扱い)・ 児童か らでた動物を取 り上 げ,

○ 「動物園へ遠 足に行こう。」 絵地図に してカー ドを作成す る。

・大 きな動物(2回 扱 い)

灘 難1
∴籍灘∵ 識灘羅

○同 じ動物 ごとのゾー ンを作 り,お 互いに見

合わせ る。

○場面や状況の設定を行い,多 様な動 きを工

夫させ る。

・川 ・池 ・草原 ・森など

・昼寝 ・食事 ・風 ・嵐など

㊤ 言葉かけの工夫

へ ん し ん あ そ び

たの しか った なかよ くで きた

11mOn
たのしかった ふつう つまらなかった

q)(診(験
たのしかった ふっう っまらなかった

2◎ ○ ②
たのしかった ふっう りまらなかった

C)(P(i参
たのしかった ふつう つまらなひっ':

0承 認,賞 賛の言葉かけを多 くする。(自 信 を もたせ,恥 ずか しさを取 り除 く効果)

0イ メー ジを もたせる言葉か け

⑳ 児童理解の工夫

○意識調査

O観 察(共 感的 な児童理解を中心)

○毎時間の感想

_fig



}力 試 しの運動i

(D学 習過程にっいて

運動の特性,児 童 の発達的特性及び実態調査を踏 まえて,次 の よ うに学 習過程を考え

た。

運
動
の
特
性

発

達

的

特

性

実

態

調

査

低 学 年 中 学 年

○ 人や物に向かって 自分の もっている,押 す ・引 く ・支える ・運ぶなどの力を出 しきっ

て 自分の力を試 した り,力 比べを した りして楽 しむ ことができる運動であ る。

〈競争的 ・達成的〉

○ 全身的な基礎運動能 力がよ く発達す る

時期なので,い ろいろな運動を経験 させ

ることが大切である。

○ 意欲的に運動 に取 り組むが,集 中 して

学 習で きる時間は短い。

○ 体格や筋力などが発達 し,調 整力や体

を巧みに操作す る力が高 まる。

○ めあてを もっての集中的な学習態度を,

自発的に形成す ることがで きる。

○ 低 ・中 と もに 「基本の運動」の 内容 の中で,「 力試 しの運 動」に対す る関心 は低

い。

○ 「カー杯運動 したとき」「友達 と仲よ く運動 したとき」「競争 したとき」などに楽 し

さや喜びを感 じている割合が高い。

以上のことを踏 まえ,次 のよ うに学習過程を工夫す る。

低 学 年 中 学 年

学

習

の

道

筋

今 もっている力で楽 しむ 今 もって いる力で楽 しむ

○ いろいろな力試 しの運動を楽 しむ

○動 き ・作戦を工夫 して楽 しむ

○いろいろな力試 しの運動を楽 しむ

○動 き ・場 ・作戦 ・ルールなどを工

夫 して楽 しむ

22.5分 ×6回 程 度 22.5分x回 程 度

学
習
の
進
め
方
の

例

○ 低学年 は発達的特性か ら,競 争的に学

習を進めた ほうがよい。

○ カー杯運動で きる場の進め方を工夫す

る。

○ 学習の進め方をよ く理解 し,学 習に取

り組む。

○ 運動の内容によ って,達 成的 に学習を

進 める。

○ 児童が,動 き ・場 ・作戦 ・ルールなど

を工夫 して,運 動 を楽 しめ るよ うにす

る。
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(2)自 己評価の工夫

① 自己評価の観点

低 学 年 中 学 年

楽
し
さ
体

○ カー 杯動 けて 楽 しか った。

0友 達 と競 争 して楽 しか った。

○ 自分 の 力を 試 して 楽 しか った。

○ カー 杯動 けて楽 しか った。

○ 友達 と競 争 して 楽 しか った。

○ 自分 の 力を試 して楽 しか った。
験 ○ めあてを達成 して楽 しか った。

学 ○ い ろい ろ な動 きが で きた。 ○ 動 き ・作戦 ・場 ・ルー ルの 工 夫が で きた。

び ○ 応 援 した り動 きを 見 合 った りで きた。 ○ 動 きを 見合 った り,教 え 合 った りで きた。
方 ○ めあ て を もって運動 で きた。 ○ めあ て を もって運 動 で きた。

② 自己評価の方法

○外発的な自己評価(外 発的な 自己評価の積み重ねが内発的な自己評価に結 びっ く)

・発問 に対 して 挙手す る,発 言す る,う なず く。

・学習ルールと して めあて一達成行動→ 自己評価の中でのハ ン ドサ インや発表。

・学習 カー ド シールや色ぬ り,言 葉 などで記入。

○内発的な自己評価(評 価の方法が身 に付 くことで学習成果を自分の観点で評価で きる)

・ペ ッ トボ トルを10本 運ぼ う一背中と両手 に持 とう一ゆっくりだ ったけどで きた。

・4人 引 っぱろ う一腰 を低 くして引っぱろう→この次 は3人 に してがんばろう。

(3)支 援 の工夫

力試 しの運動の学習活動中の主な支援を次のよ うに考 えた。

支 援 具 体 的 な 言 葉 か け の 例

め

あ

て

を

も

つ

○ 学習の道筋,運 動の方
法がよ く分かるように説

明す る。

○ 意欲を高める言葉かけ
を行 う。

○ 学 習カー ド・自己評価
カー ドの提示 と説明。

○ 安 全のための約束。

○ めあ て を見付 けよ うと して い る児童 に対 して

他 の 児童 の め あて を紹 介 した り,い くつか の選 択肢 を

示す 。

r～ 君 の めあ て は,少 しで も～mに 近 づ くことだ ね。」

「ど こを工 夫 す れば,た くさん 持 て るだ ろ うね。」

達

成

行

動

○ 活 発に活動 している児

童に対 して賞賛の言葉か

けを行 う。

○ 慎重な児童に対す る励

ま し。

○ 動 きの示範 ・例示。補

助 や助言。

○ 運動の場の安全性の確

保。

○ 進 ん で運動 して い る児 童 に対 して,「 す ご く,力 が で

て い るね 。」 「今 日は こん な に運 べ た の か い,す ごいね。」

○ 慎 重 に運動 して い る児 童 に対 して。 教 師 が い っ しょに

や ってみ た り,試 しの場 を設 けて 不 安 を取 り除 け るよ う

にす る。

○ 自分の 力以 上 の ことにが ん ば って挑 戦 して い る児童 に

対 して 意 欲 を 認 めなが ら自分 に合 った動 きに挑 戦す る

よ うに言葉 か け をす る。r今 度 は,も う少 しゆ っ くりで よ

いか ら姿勢 を工 夫 して ご らん。」

自
己
評
価

○ 自己評価の場 ・時間の

設定,自 己評価を促す発

問。次時の意 欲の喚起。

○ 学 習 を振 り返 って いる児 童 に対 して,が ん ば った と こ

ろ,工 夫 した と ころ を聞 く。 「楽 し くで きた か な。」 「どん

な とこ ろが 工 夫 で きたか な。」
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(4)指 導の実際 基本の運動[力 試 しの運動]第1学 年22.5分 ×6回

テ ー マ カ モ リ モ リ ラ ン ド で 遊 ぼ う

時 1_'213
一

〇 今 もって い る自分 の 力を精 一杯 出 しき って,ペ ッ トボ トル運 び,友 達 引 っぱ

ね らい り,'腕 立 て 歩 きで 力試 しを して,楽 しむ こ とが で きる。

○ 今 もって い る力で,ペ ッ トボ トル運 び,友 達 引 っば り,腕 立 て歩 きを し,百 一

学
習

分の 力を試 して運動 を楽 しむ 。
・3種 類 の 力試 しの方 法 や ルー ルを 知 る。

内 ・ペ ッ トボ トル運 びをす る。 ・友達 引 っば りをす る。 ・腕立 て 歩 きを す る。

容 (お っ か い ラ ン ド) (お たす け ラ ン ド) (ジ ャ ングル ラ ン ド)
●

折 り返 しの コー スを 各 円の中の友達 をロープ 30㍍ 程 の ロー プを広
活 自が水 の 入 った ペ ッ トボ を 使 って,円 の外 まで げ,3ヶ 所 か ら3人 が
動

トル を もて るだ け も っ 引 っぱ り出す 。 同時 に腕 支持 した状態

て,回 っ て く る 。 で進 む。

自 ;難 繍 髪 紘 う」(めあて)
己

評 鍵 醗 雛1縷1く さん運べる7Cof
価 ・ カー 杯動 けて楽 しか った。(自 己評価)

教

師

め

あ
て

※ 児童が意欲を もって取 り組めるための支援(楽 しさ体験)

○ 力試 しの方法やルールが分か るよ うに,説 明や学習資料を用意す る。

○ 内発的な学習意欲の喚起を促す言葉かけをする。

○ 意欲的に活動 してい る場面を見付け賞賛す る。
の

支
達
成

※ カー杯力試 しを楽 しあるための支援(楽 しさ体験)

○ 方法やルールが分か らない児童に助言をす る。

援
・

行
動

○ カー杯運動 している児童を賞賛する。

○ 約束を守 り,安 全に気 を付けて運動がで きるよ うにす る。

評 自 ※ 今 もって い る 自分 の 力 を精一 杯 出 しき って,ペ ッ トボ1・ル運 び,友 達 引 っぱ

価 己
評

り,腕 立 て 歩 きで 力試 しを して 楽 しめ たか,振 り返 るた めの 支援 。(楽 しさ体験)

○ 学 習 カー ド自己評 価 カー ドを活 用す る。
価 ○ 次時 につなが る楽 しい自己評価が行え るよ うにす る。

○場の工夫例

診舳(∂
名ク燈 ∠⊆7

おつ か い ラ ン ド

△ △ △

し

お た す け ラ ン ド
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(力 試 し を し よ う)

4 5 6

○ 今 も って い る 自分 の 力 を精 一 杯 出 しき って,ペ ッ トボ トル 運 び,友 達 引 っぱ り,腕 立 て

歩 きで 力試 しを して,楽 しむ ことが で きる。

○ 条件 に応 じ動 きを工夫 して,楽 しむ こ とが で きる。

0条 件 に応 じ動 きを工 夫 して,ペ ッ トボ トル運 び,友 達 引 っぱ り,腕 立 て 歩 きを今 も って
い る力で 行 い,自 分 の 力 を試す 。

・3ヵ 所の 遊 び場 所 で ,グ ルー プ ご とにペ ッ トボ トル運 び,友 達 引 っぱ り,腕 立 て歩 きを行 う。

・ 達 成 的 に行 う場合

30秒 間で 行 うと

よ い
・ 競争 的 に扱 う場合

ペ ッ トボ トル運 び⇒ 何 本運 べ るか。 本数 を 増 や して い く。

友達 引 っぱ り⇒ 何 人 引 っぱ り出せ るか。

腕立 て 歩 き⇒ ど こまで進 む ことが で き るか。

対 戦形 式 に し,対 戦 が終 る ごとに作 戦 を考 え る。

・ 前 よ り もた くさん 運べ る よ うに ,運 び方 をか えて み よ う。
・ た くさん 引 っぱ り出せ る よ うに ,引 っぱ り方 を工 夫 して み よ う。
・ 前 よ り もた くさん 進 め る よ うに ,手 と足の 動 きを早 く してみ よ う。
・ リュ ッ クサ ックを使 う。
・ 長 い ひ もを使 う。

・ 箱 の と ころで は,手 足 を一杯 伸 ば して進 む ぞ。
・ カー 杯動 けて 楽 しか った。

・ 条件 に応 じて 動 きを工 夫 で きた。

※
○

○
〇
一※
O
O
O

めあてを もつための支援(学 び方)

力試 しの方法やルールが分かるように,説 明や学習資料を用意す る。

めあてを確かめ るような言葉かけをす る。

動 きを示範 した り,他 の子のめあてを教えた りす る。

めあてを もつための支援(学 び方)

力試 しの方法やルールが分かるように,説 明や学習資料を用意する。
めあてを確かめるような言葉かけをする。

動 きを示範 した り,他 の子 のめあてを教えた りす る。

※ 条件 に応 じ動 きを工夫 して,運 動を楽 しむための支援(学 び方)

○ 動 きの工夫が よく分か らない児童に助言す る。

○ 児童が見付 けた新 しい動 きや工夫を,他 の児童 に見せ,動 きの幅を広 げる。

○ 約束 を守 り,安 全 に気 を付けて運動がで きるよ うに配慮す る。

○ 自己評価 カー ドの例

・「せ ん せ いあ のね 。」 の欄

児 童が,1単 位時 間 内 にが ん ば った こ

と,工 夫 した こ と,思 った こ とな どを

自由 に書 く。 表現 不 足の 時 は,児 童 に

直 接聞 いて み る。

1単 位時間内 ごとの,児 童一人一人の

自己評価が具体的に分かる。

元気 くんカー ド 驚(

⑳急

・先生の返事の欄

返事を書 くことによ り児童一人一人に

即 した次時につなげる言葉での支援がで

きる。

金JJン ール を1ま い はりましよう。

b掬
慾

ロロo
Qf
元気 くんのことば
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N研 究 のま とめ

1研 究 の成果

児童が運動の特性 に触れ る楽 しさの体験 を積み重ねることで,進 んで運動に取 り組み,自

ら考え ・工夫 してい くことができる体育の学 び方を身に付けてい くことがで きると考え,研

究を進めて きた。その結果,次 のよ うな成果が得 られた。

(1)運 動の特性や児童の心身の 発達特性 及び児童 とその運動 との関係をと らえた実態調査を

踏 まえ,個 に応 じた学習過程 を工夫 した。

学習過程の構成を,「 今 もって いる力で楽 しむ」それを基に して 「工夫を して楽 しむ 」

という道筋で とらえた ことで,児 童の運動の特性に触れる楽 しさの体験を積み重ねてい く

ことがで きた。

(2)児 童のその運動に対す る思 いや願いを踏 まえ,自 己評価を重視 した。

児童の 自己評価を重視することで,児 童が自分のよさや可能性に気付 くようになった。

学習活動 の展開の中での自己評価の位置付けを明確にす ることで,自 己評価 したことが

次の学習への意欲を引 き出 した。

(3)児 童の主体的な学習活動 を共感的な立場か ら支える教師の支援を工夫 した。

「めあてを もつ」一一 「達成 行動」一 「自己評価」 とい う一連の学 習に応 じて,場 の設

定,学 習資料の提示,共 感的な評価(賞 賛),個 に応 じた言葉かけ,表 情 やっぶやきか ら

の児童の情意面の把握 などを工夫 し,児 童の主体的な学 習活動 を共感的な立場か ら支え る

ことで,学 習への意欲が喚起 された。

2今 後 の課題

(1)運 動内容及び低 ・中学年の発達段階に応 じた学習過程の構成の妥当性を検証 し,さ らに

適切な ものにする。

(2)運 動の特性や児童の心身の発達的特性を考慮 した自己評価の内容 ・方法を吟味 し,よ り

個に応 じた ものにす る。

(3)共 感的な児童理解の方法を さらに検討す ることで,支 援がよ り個に応 じた もとなるよう

改善 してい く。
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